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ステップアップ研修講座Ⅱとは・・・ 

特別支援教育担当ステップアップⅠ

（特別支援教育新任担当研修）を修

了した教員及び講師に対し、さらなる実

践力の向上を図るために行う、障がい種

や児童生徒の教育的ニーズに応じた指

導内容や支援方法に関する研修。 

 ７月 26 日(火）、本校を会場に、高教研講演会が開催されました。

講師に、東北福祉大学の大西孝志教授をお招きし、「学習指導要領を

踏まえた授業づくり～授業に生かす評価のあり方～」の演題で講演を

していただきました。 

 講演会終了後、宮古圏域の小学校 1名、中学校 1名の先生方と、本

校相談支援部員で、児童生徒の実態に応じた指導・支援の在り方につ

いての協議を行いました。日々の指導・支援で改善を図りたいことと

して、特に協議で話題にあがったことは次の２点です。 

 

特別支援教育サポーター養成講座は、県が指定する県内 3地域の特別支援学校において、特別支援学校

や小中学校でのボランティアを養成することを目的として実施されます。今年度は本校が指定校となり、

24名の方が受講しています。 

全８回のうち６回以上受講された方には修了認定書が授与され、希望者は「岩手県特別支援教育ボラン

ティアバンク」に登録することができます。 

特別支援教育ボランティア（以下「ボランティア」）の支援内容は、主に「学校生活において特別な支

援を必要とする児童生徒へのサポート」です。特別支援学校における行事及び授業の支援のほか、小中学

校における障がいのある児童生徒等の学習活動の支援に参加していただきます。 

具体的な支援内容は、学校や児童生徒の状況により異なります。活動形態については、学校からの要請

内容とボランティア側の希望が一致した日時や内容での取組になります。 

 

①  注目行動について大切なこと 

・注目行動に対しては、児童生徒の行動に左右

されずに冷静に対応すること。 

・学校の組織体制が十分にとれていること。 

②  進路指導について大切なこと 

・環境を整えること。 

・自己理解を進めるため、日々の活動の様子を

記録に取りながら、前向きな目標をもてるよ

うにすること。 

・進路決定に際し合意形成をすること。 

◇令和３年度のボランティアバンク活用例 

プール学習の補助や各種活動補助、社会科見学等校外学習補助（見守り支援等） 

運動会やマラソン大会の運営・練習補助、文化祭や遠足等校内外における活動補助等 

 


